
11月は「労働保険未手続事業一掃強化期間」

一人でも雇ったら、労働保険(労災保険

です

趣旨と実施事項

◆趣旨

「労働保険」とは、業務又は通勤に起因して負傷等を被った労働者に対して

補償を行う労働者災害補償保険(労災保険)と労働者が失業した際に生活の安

定等を図る雇用保険により構成される制度で、労働者の福祉の向上を目的とし

ております。

労働保険は、政府が管掌する強制保険であり、労働者(パート・アルバイト

含む)を一人でも雇用していれば、原則として業種・規模の如何を問わず労働

保険の適用事業となり、事業主は加入手続を行い、労働保険料を納付しなけれ

ばなりません。

です

雇用保険)の加入手続きが必要

厚生労働省労働基準局労働保険徴収課

労働保険制度は、昭和50年に全面適用となってから既に40年以上経過し、

その間に適用事業数は増加し、令和2年度末現在で約337万事業に達してい

ますが、現在においても小規模零細事業を中心に、なお相当数の未手続事業が

存在しているとみられ、このことは、労働保険制度の健全な運営、費用の公平

負担、労働者の福祉の向上等の観点から極めて重要な課題となっており、早急

な未手続事業の解消が求められています。

このため、厚生労働省では「未手続事業一掃対策」を、年間を通じた主要課

題として位置付けた上で、11月を「労働保険未手続事業一掃強化期間」とし、

全国において集中的な活動を展開し、各種事業主団体、個別事業主への訪問指

導等を強化し、事業主へ制度の概要を説明することにより、自主的な手続を促

しています。説明することによっても自主的に保険関係の加入手続を取らない

事業主に対しては、職権による成立手続を実施しております。

また、労働保険制度の一層の理解、周知を目的とした広報活動を行うととも

に、未手続事業が多いと思われる業種別の一掃対策を強化する等、全国におい

て集中的な活動を実施します。

◆実施期間

令和3年11月



◆実施事項

本活動を行うに当たり、以下の事項を実施します。

1労働保険制度の概要及び加入手続等についてのパンフレット・リーフレット

を活用した活動を実施し、説明することによっても自主的に保険関係の成立

手続を取らない事業主については、職権による成立手続を実施します。

2厚生労働省及び都道府県労働局において、他省庁、関係団体、事業主団体、

地方公共団体等と連携を図り、労働保険制度が理解され未手続事業の解消が

進むよう活動を行っていきます。

3インターネットバナー広告、新聞広告、厚生労働省関係広報誌等の広報媒体

を活用し、労働保険の一層の周知・広報を図ります。

4リーフレット・ポスター等として活用できるデザインを作成し、その電子デ

ータを保存したDVDを都道府県労働局に配付し、関係機関や関係団体等を

通じて、労働保険制度の一層の周知・広報を図ります。

本活動の趣旨については皆様方の御理解をいただくとともに、労働保険制度の

円滑な運営について御協力をいただきますよう、お願いします。


